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オンラインポートフォリオとして
インスタグラムを活用

2021年からパリへ進出したディス・ヒュ
ミッド・ハウス。インスタグラムをはじめ
とするSNSで、彼らの特徴あるスタイル
が話題となり、世界中のラグジュアリーブ
ランドからの問い合わせが殺到。そこで
ファッションの都、パリに第2の拠点をおき、
ヨーロッパのプロジェクトの窓口を作るこ
とにしたとか。「世界中に私たちの存在を
広めるためにインスタグラムは役立ちまし
た。自分たちのオンラインポートフォリオ
のように利用しています。過去のプロジェ
クトの写真はもちろんですが、私たちのコ
ンセプトを表すような写真をポストし、私
たちの想いを見る人に届けたいと思ってい
ます。見ている人たちを楽しませるように
することが大切ですね」。文化や歴史を反
映させる彼らのスタイルは、一貫したコン
セプトのもと、その土地によってまったく
違った表情を見せる。

結婚式用の装花の一部。さま
ざまな種類のウリとアリウム、
マリーゴールドなどを使って制
作されたアレンジメントは、鏡
の前に置くことで、無限に続く
作品のように演出している。

左／ドライにしたウチワヤシを使用した作品。
水を必要としないドライフラワーを使用すれ
ば、表現の幅もグッと広がる。　下／NEW 

BOHEMIA（ニュー・ボヘミア）というシリー
ズ作品のひとつ。結婚式の装花に変化とユー
モアを提案したいという思いから作られた。
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上／特徴のある椅子をメインにして、
パツラマツとトキワサンザシのみを使
用したシンプルな装花。　下／バナ
ナやパイナップルなど南国のフルー
ツと花々を使用したウエディングの
装花。植物のおもしろさを存分に楽
しめる仕上がりとなっている。

「BALI BRIGHT」という、バリ島での
ウエディングを促進するキャンペー
ンのために作られた作品。香り高い
植物を使用したサンセットウエディン
グのための装花は、水平線を遮らな
いように気を配りながら作られた。

photo: Maritha Mae

This Humid House

  ＠ thishumidhouse

https://humidhouse.com/

This Humid House

2017年にシンガポールで設立さ
れた植物デザインスタジオ。ウエディ
ングやイベント、店舗やセットデザ
インをおもに手がけている。2023

年からはパリへ進出。独自のクリエ
イティブなボタニカルデザインとそ
の思想を広めるため、世界中でワー
クショップを開催するなど教育にも
力を入れている。

Profile
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ヨーロッパを中心に、フローリストたちが植物を用いて
さまざまな表現を生み出し、世界中から注目を集める
セットデザインやフラワースタイリングとはどのようなものなのか？
パリを拠点に活躍するタラ・ムセラッティの作品を通して解説する。

セットデザイン＆
フラワースタイリングとは？

左／フランスの雑誌『BlumenHaus』のために制作され
た、フラワースタイリングを兼ねた作品。タイトルは「Hold 

on to your hat（驚く準備をして）」。花だけではなく、
小物や空間までもディレクションするのがセットデザイ
ナーの仕事。　右／「Fondation Louis Vuitton」で行
われたアーティスト、ルー・ヤンの展示でのコラボレーショ
ン作品。コンセプトは「独生独死」で、「人は生まれてく
るのも独り、死ぬのも独り」という意味。　

フラワースタイリングとは洋服のスタイリストのよう
に、花をスタイリングすること。雑誌の撮影やファッ
ション広告などでよく見られる。メイクやファッション、
コンセプトに合わせて花を選び、配置することで、作
品全体を通して伝えたいコンセプトを明確にする。

セットデザインとは空間を演出すること。
ウエディングなどのイベントのほか広告や
雑誌の撮影などで使われる技法で、コンセ
プトに従い、花や果物、野菜やモノといった
プロップ（小物）を配置し、見る人がその世
界観に入っていけるように視線を誘導する。 

いずれもフランスの雑誌『BlumenHaus』
のため、「Hold on to your hat」というタイ
トルで制作された作品。　左／全身ピン
クのファッションにピンクのスパイダーガー
ベラとモデルの髪色に合わせたサーモン
オレンジのガーベラをさりげなくオン。統
一感がありながら、単なるファッションフォ
トに留まらないニュアンスが加わる。　右
／形が個性的な帽子に背景や素肌と同じ
色のガーベラを加えることで、作品として
一体感を出し、中央に挿したピンクのガー
ベラが見る人を惹きつける。

Tara Msellati 

Profile

パリを拠点に活動するフローリ
スト。独特の色彩感覚と構成感
覚をもつ彼女は、雑誌の撮影や
映画広告、イベントの装花で評
価されており、Fondation Louis 

Vuittonやオランジュリー美術館
などさまざまなナショナルギャラ
リーでも展示をしている。

  @tara_msellati_flowers

Set Design

Flower Styling

Column
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花材の特性に合わせた高低差をつけ、
空間を作って構成する

高低差のある花束とは、「高低差のある
輪郭を持つ花束」のことです。一般的にラ
ウンドと呼ばれるコンパクトな丸い輪郭を
持つ花束は、誰がどの角度から見ても「丸
い」と感じる均整のとれた形にするため、
花材同士の間隔を近づけて束ねます。花の

丸い形や色の美しさを表現するのに向く技
法で、実際は丸い輪郭のなかで高・中・低
の3つの階層で構成されていますが、あま
り強調はされません。一方、高低差のある
花束は、高・中・低の階層を意識し、空間
を作って材料を配置する技法です。空間が
あることで形や色だけでない各材料の魅力
が際立ち、自然のなかで見るような植物の
息吹が感じられる花束に仕上がります。

高低差のある
花束
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